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11月12日（日）

第第第第6666回回回回健健健健康康康康ふふふふくくくくししししままままつつつつりりりりへへへへ行行行行ここここうううう!!!! !!!!
～みんな元気で夢彩都

ゆ め さ い と

～
「みんな元気で夢彩都」をキャッチフレーズに、健康ふくしまつりを開催します。
お子さんから高齢者の方まで世代を超えた交流を図り、人と人とのふれあう素晴らしさを実感してみ

ましょう。皆さんのご来場をお待ちしています。
●日　時　11月12日（日）午前9時～午後2時　※雨天中止
●会　場　市役所中庭及びホール・大会議室
●主　催　第6回健康ふくしまつり実行委員会、守谷市、守谷市社会福祉協議会
●問合先　市役所社会福祉課　内線162 市社会福祉協議会　145－0088

焼き芋、フランクフルト、大判焼き、焼きそば、
カレー、おもち、新鮮野菜、ポップコーン、わ
たあめ、陶芸・手工芸・木工品、リサイクル品、
包丁研ぎ（包丁持参）など

朗読、手話、車いす、目隠し歩行、スタンプラ
リー、高齢者疑似体験など

福祉機器、移動入浴車展示、健康・介護保険・
食生活を考える相談、歯磨き指導、幼児小学生
工作教室、救助犬、血圧・体脂肪・骨量測定
※内容が一部変更になる場合があります

模擬店コーナー 10:00～

福祉体験コーナー 10:00～

ふれあい展示コーナー 10:00～

09:00～
オープニング
（御所ケ丘中学校ブラスバンド部演奏）

09:20～　開会式典　　　
09:45～　ラジオ体操（参加者全員）
10:00～　よさこいソーラン（よさこいMORIYA）

10:20～
ジュニアヒップホップダンス
（ジョイフルアスレティッククラブ）

10:40～　ダンス（北園保育所）
10:55～　チャンチキおけさ（出前サロン守谷）
11:05～　食育クイズ（市職員栄養士）
11:30～　親子体操（みずき野幼稚園）

11:45～
捜索デモンストレーション
（レスキュードック関東）

12:10～　太鼓演奏（守谷ふれあい太鼓）
12:35～　花笠踊り体操（出前サロン大野）
12:50～　手話クイズ（手話サークル連絡会）
13:05～　バンド演奏（守谷音楽クラブ）

13:25～
バトントワリング・ポンポン
（守谷バトンクラブ）

13:45～　マツケンサンバⅡ（おばさんダンサーズ）
14:00 守谷音頭（参加者全員）

★イベントプログラム（手話通訳あり）★



◎
定
義

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、

市
民
、
市
民
公
益
活
動
団
体
、

事
業
者
及
び
市
が
そ
の
自
主
的

な
行
動
の
も
と
に
、
互
い
に
良

き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
の
知
恵

及
び
責
任
に
お
い
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
を
言
う
。

◎
協
働
の
基
本
理
念

次
の
４
つ
を
基
本
理
念
と
し
、

協
働
を
推
進
す
る
。

１
市
民
、
市
民
公
益
活
動
団
体
、

事
業
者
及
び
市
は
対
等
の
立

●
条
例
の
ポ
イ
ン
ト

場
で
、
相
互
の
責
務
や
役
割

を
理
解
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
る

２
市
民
、
市
民
公
益
活
動
団
体
、

事
業
者
及
び
市
は
情
報
を
共

有
し
、
相
互
に
参
加
及
び
参

画
を
図
る

３
市
は
、
市
民
公
益
活
動
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
尊
重
す
る

４
市
民
公
益
活
動
に
対
す
る
支

援
は
、
公
益
性
に
基
づ
き
公

平
に
行
う

◎
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
？

●
市
民
の
役
割

市
民
は
、
自
ら
が
暮
ら
す
社

会
に
関
心
を
持
ち
、
身
の
回

り
の
こ
と
に
つ
い
て
自
ら
で

●
推
進
条
例
制
定
ま
で
の
経
緯

平
成
16
年
11
月「
守
谷
市
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

設
置
。
９
つ
の
専
門
委
員
会
を

お
い
て
実
践
活
動
の
会
議
を
重

ね
る
／
平
成
17
年
８
月
「
指

針
・
条
例
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」設
置
。
指
針
条
例
の
検
討

を
開
始
／
平
成
18
年
５
月
市
民

会
議
に
て「
条
例
・
指
針（
案
）」

が
決
定
し
、
市
長
へ
答
申
す

る
／
同
年
６
月「
条
例
・
指
針

（
案
）」に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
／
同
年
７
月

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
／
同
年
９
月
守
谷

市
議
会
第
３
回
定
例
会
に
て

「
守
谷
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
条
例（
案
）」可
決
・
制
定
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募　　　集

皆さんは「協働」という言葉を、最近よく見た
り聞いたりしませんか？　協働とは、協力して
働くこと。市と皆さんとの協働とは、地域の公
共的な課題を対等な関係で協力し合って解決し
ようという考え方のことです。

この考え方が広がってきたことには、次のよ
うな背景があります。
公共サービスに対する社会的なニーズが多様

化している／国や地方自治体の財政が大きな転
換期を迎えている／公共的なことに自主的・自
発的に参加する市民が増えてきた／公益性を重
視する民間企業が増えてきたなどです。
これらのことから、これからのまちづくりに

は協働は欠かせません。市民、市民公益活動団
体、事業者、市のそれぞれが持つ知識や能力を
持ち寄り、一緒に考え、共に汗を流して「協働の
まちづくり」を進めることが大切なのです。

「協働」って何？

なぜ今「協働」が大切なの？

‐「守谷市協働のまちづくり推進条例」を制定‐
●問合先　市役所くらしの支援課活動支援Ｇ　内線132・133

環境・福祉・教育など、それぞれの分野で抱える課題が年々複雑になる中、今後のまちづくりには、
市民や市民公益活動団体、事業者及び市が信頼関係に基づいて協働のまちづくりを進めることが大切で
す。そこで市では、市民参加による協働に関するルールとして定めた「守谷市協働のまちづくり推進条
例」を、9月に行われた第3回守谷市議会定例会に議案として提出し、可決されました。
この条例は、平成16年度から公募市民などで構成される「守谷市協働のまちづくり市民会議」の提言

をもとに作成され、協働のまちづくりの基本理念や市民、市民公益活動団体、事業者及び市などの役割、
協働を進めていく上での手法などが盛込まれています。
この条例のポイントと今後の協働推進の取組みについてお知らせします。

市民と協働のまちづくりを進めます



き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
・
参
画
す
る

●
市
民
公
益
活
動
団
体
の
役
割

自
ら
の
責
任
の
も
と
に
市
民

公
益
活
動
を
推
進
し
、
そ
の

活
動
が
広
く
市
民
に
理
解
さ

れ
る
よ
う
努
め
る

●
事
業
者
の
役
割

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
理
解
を
深
め
、
自
発
的
に

そ
の
推
進
に
努
め
る

●
市
の
役
割

市
は
、
協
働
を
進
め
る
た
め

に
意
識
の
啓
発
や
市
民
参
加

の
仕
組
み
づ
く
り
、
情
報
提

供
の
充
実
な
ど
必
要
な
施
策

を
実
施
す
る
。
ま
た
市
職
員

に
対
し
て
、
啓
発
・
研
修
を

実
施
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

性
を
認
識
す
る
よ
う
努
め
る

◎
推
進
体
制
の
整
備

●
守
谷
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
の
発
足

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
・

進
捗

し
ん
ち
ょ
く
に
つ
い
て
、
市
長
な
ど

の
執
行
機
関
の
諮
問
に
応
じ
、

審
議
し
答
申
す
る「
守
谷
市

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委

●
今
後
の
取
組
み

員
会
」を
、
11
月
下
旬
に
設

置
す
る
。
委
員
は
公
募
委
員

の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
や
関

係
機
関
・
団
体
か
ら
推
薦
さ

れ
た
委
員（
計
５
名
以
内
）で

構
成
す
る

●
守
谷
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
組
織
の
設
置（
検
討
中
）

現
在
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、「
守
谷

市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

組
織
」に
つ
い
て
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
で
協

議
し
て
い
る
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開　　　催

市民が「住んでよかった」「住み続けたい」と
心から思える守谷を、行政や市民の枠を超えて、
創り育てていく協働のまちづくりが今、求めら
れています。
市では、この推進条例がまちづくりにますま

す生かされることを目指します。

現在、市内では市民と行政の協働によるさま
ざまな活動が行われています。今回は、その一
部をご紹介します。

多発する犯罪から市民を守るため、自治会や
市民団体などが自発的に防犯パトロール隊を結
成し、見回りや声掛けなどを実施する活動が市
内各地で広まっています。
こうした活動の広がりとともに、市内の犯罪

発生件数が大幅に減少しています。
これまでは、「防犯」というと警察や行政に任

せきりにしていたかもしれませんが、皆さんも
「地域のことは地域で守る！」という意識を持っ
て活動してみませんか？　防犯パトロールに参
加するなど、より一層「安全・安心なまちづく
り」を進めていきましょう。

自治会と市に
より、公園内の
見通しの悪い箇
所の樹木を剪定

せんてい

する協働作業が
行われています。

＊市ではこうした活動をしていただけるボラン
ティア団体などに、必要な備品などを貸し出し
ています。詳しくは市役所くらしの支援課活動
支援Ｇ（内線132）までお問い合わせください

自分たちの公園は自分たちの手で！

広がっています！協働による防犯活動！

協働のまちづくり活動事例紹介

広がる協働の輪
～市民の力でまちづくりを進めよう～

市　民

市（行政）

市民公益活動団体

協働
「住んでよかった」
「住み続けたい」と
心から思える
守谷 事業者（企業）

まちづくりに積極的に
参加・参画する

仕組みづくり、情報提供
など活発に活動が行わ
れるよう適切な
施策を行う

市民公益活動を推進し、
活動が広く理解
されるよう努める

地域社会の一員として、
自発的に協働の
まちづくりの
推進に努める



▽
選
挙
告
示
日

12
月
１
日（
金
）

▽
選
挙
期
日（
投
票
日
）

12
月
10
日（
日
）

▽
投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

▽
開
票
日
時
・
場
所

12
月
10
日（
日
）午
後
９
時
〜

黒
内
小
学
校
体
育
館

こ
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方

は
、
12
月
10
日
当
日
に
満
20
歳

以
上
で
あ
り
、
11
月
30
日
現
在

の
守
谷
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

投
票
日
当
日
は
、
各
世
帯
に

送
付
さ
れ
た
投
票
所
入
場
券
を

持
参
し
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ

て
い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
入
場
券
は
、
２

人
分
の
入
場
券
を
１
枚
の
は
が
き

投
票
す
る
に
は

投
票
で
き
る
方

で
発
行
し
ま
す
。
投
票
の
際
は
、

ご
自
分
の
分
を
切
り
離
し
、
投
票

所
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
選
挙
権
が
あ
る
は
ず

な
の
に
、
投
票
所
入
場
券
が
届

か
な
い
場
合
や
、
入
場
券
を
な

く
し
た
場
合
な
ど
は
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
本
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
証（
運
転
免

許
証
な
ど
）を
持
参
し
、
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
、
12
月
８
日（
金
）

ま
で
に
新
聞
折
込
で
各
世
帯
に

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
各

公
共
施
設
に
も
用
意
し
ま
す
。

仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
投
票
日
当
日
に
投
票
が

で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
期
日

投
票
日
に
投
票
所
へ

行
け
な
い
方
は

選
挙
公
報
は

新
聞
折
込
で
配
布

前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
期
日
前
投
票
日
時

12
月
２
日（
土
）〜
９
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

▽
場
所

市
役
所
１
階
中
会
議
室

▽
持
参
物

投
票
所
入
場
券

※
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
証（
運
転
免
許
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開　　　催

12月10日（日）に予定されている茨城県議会議
員一般選挙での、期日前投票における投票立会人
を募集します。
投票立会人とは、実際に投票する場に立会い、

選挙の投票が公正に行われているかを確認する人
です。
今回募集する投票立会人は、投票日当日ではな

く、選挙の告示日の翌日から投票日の前日まで行
われる「期日前投票」の立会人です。内容・条件な
どについては、次のとおりです。
ただし、無投票の場合は、期日前投票は行われ

ませんので、立会人は不要となります（12月1日午
後5時以降に判明します）。
s立会日時 12月2日（土）～9日（土）までの間の

希望する日
午前8時30分～午後8時

s対 象 者 市内在住で選挙権を有する20歳代の方
※申込者が多数の場合は抽選

s報　　酬 1日　1万500円
s申込方法 10月26日（木）～11月6日（月）に窓口

で申し込む
s申込・問合先 市役所総務課内「市選挙管理委

員会」内線225・226

証
な
ど
）を
持
参

不
在
者
投
票
が
で
き
る
指
定
病

院
等
に
入
院
中
の
方
や
、
他
市
町

村
に
滞
在
中
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
入
院
先
の
病
院
等
、
又
は
滞
在

先
の
市
町
村
で
不
在
者
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
各
種
手
続
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
入
院
中
の
方
は
病

院
長
へ
、
そ
の
ほ
か
の
方
は
市

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

入
院
中
や
他
市
町
村
に

滞
在
し
て
い
る
方
は

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
投
票
所
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
自
宅

か
ら
郵
便
で
投
票
で
き
る
郵
便

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
投
票
は
、
法
律
で
決
め

ら
れ
た
要
件
に
該
当
し
、
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

証
明
書
の
交
付
手
続
は
、
選

挙
前
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
早
め
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

重
度
の
障
害
の
あ
る
方
は

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

あなたもやってみませんか？

20歳代の投票立会人

12
月
10
日（
日
）

茨茨茨茨
城城城城
県県県県
議議議議
会会会会
議議議議
員員員員
一一一一
般般般般
選選選選
挙挙挙挙

●
問
合
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
内
線
２
２
５
・
２
２
６

募募募募集集集集

茨
城
県
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
権
は
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
大
切
な
権
利
で
す
。
皆
さ
ん
の

一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。



こ
の
カ
ー
ド
は
、
生
活
の
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で
役
立
つ
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
す
。
例
え
ば
今
ま
で

引
っ
越
し
の
際
に
必
要
だ
っ
た

転
入
転
出
手
続
も
、
転
出
届
が

郵
送
で
済
み
、
役
所
に
行
く
の

は
転
入
時
の
１
回
だ
け
で
済
み

ま
す
。
ま
た
、
全
国
ど
こ
の
市

区
町
村
で
も
自
分
の
住
民
票
の

写
し（
広
域
交
付
）を
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
市
区
町
村
に
よ

り
交
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

た
め
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）。

ま
た
、
こ
の
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
に
電
子
証
明
書
を
記
録

し
て
お
け
ば
、
自
宅
や
職
場
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
公
的
個
人
認
証

●
住
基
カ
ー
ド
で

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

サ
ー
ビ
ス（
＊
）を
利
用
し
た
行

政
手
続
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

＊
専
用
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要

こ
の
カ
ー
ド
は
希
望
者
に
対

し
て
、
市
役
所
で
交
付（
即
日

も
し
く
は
後
日
交
付
）さ
れ
ま

す
。
交
付
申
請
書
、
写
真（
写

真
付
カ
ー
ド
希
望
の
と
き
）
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
の
官
公
署
が
発
行
し
た
写
真

付
証
明
書（
持
参
さ
れ
な
い
場

合
は
、
郵
便
に
よ
る
本
人
照
会

を
行
う
）を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

手
数
料
は
５
０
０
円（
電
子
証

明
書
の
登
録
に
は
、
別
途
５
０

０
円
の
手
数
料
が
必
要
）。
有

効
期
間
は
10
年
で
す
。

●
住
基
カ
ー
ド
、
ど
う
す
れ
ば

も
ら
え
る
の
？

最
近
、
第
三
者
が
本
人
に
な

り
す
ま
し
、
知
ら
な
い
間
に
住

民
異
動
届
を
行
い
、
住
民
票
な

ど
を
悪
用
す
る
と
い
っ
た
事
件

が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
住
民
異
動
届

や
諸
証
明
発
行
時
に
運
転
免
許
証

な
ど
の
提
示
を
お
願
い
し
、
本
人

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
10
月
１
日
か
ら
印
鑑

登
録
証
明
書
発
行
時
に
お
い
て

も
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先

市
役
所
総
合
窓
口

課
　
内
線
１
１
１
・
１
１
２

住
民
異
動
届
及
び
諸
証
明
１

発
行
時
に
お
け
る
本
人
確
認
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お知らせ

平
成
16
年
５
月「
裁
判
員
の

参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る

法
律
」が
成
立
し
、
公
布
の
日

（
平
成
16
年
５
月
28
日
）か
ら
５

年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
裁
判
員
制
度
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑

事
裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有

罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す

る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め

て
も
ら
う
制
度
で
す
。
国
民
の

皆
さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
が
身
近

で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
り
、

司
法
に
対
す
る
信
頼
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

平成21年5月までに

裁判員制度が始まります！
‐これから始まる裁判員制度vol.1-

最
近
は
さ
ま
ざ
ま
場
面
で
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
い
な
い
と

困
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
…
。

そ
ん
な
と
き
役
立
つ
の
が
、
市
区
町
村
発
行
の「
住
基
カ
ー
ド
」。

写
真
付
き
な
ら
銀
行
や
郵
便
局
で
口
座
を
開
設
す
る
と
き
や
、
携
帯

電
話
の
新
規
購
入
時
な
ど
に
公
的
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
ま
す
。

2016年○月△△日まで有効
昭和＊＊年＊＊月＊＊日　性別 女
守谷　花子
茨城県守谷市△△△○丁目○番地○

茨城県守谷市役所総合窓口課

守谷市

生年月日

氏　　名

住　　所

連絡先

運
転
免
許
証
が
な
い
方
で
も
使
え
る
便
利
な
身
分
証
明
書
が
あ
り
ま
す

Ｑ　裁判員はどうやって選ばれるの？
Ａ 20歳以上の国民の皆さんの中から、抽選で候
補者を選びます。実際に裁判員になるのは、こ
の候補者の中から事件ごとに選任のための手続
により選ばれた人たちです。
Ｑ　裁判員は、何をするの？
Ａ 裁判官3人と裁判員6人が1組となり、法廷で
検察官の主張や被告人・弁護人の主張、証拠の
内容を見聞きした上で、被告人が有罪かどうか、
また有罪であるとしたら、どのような刑が適当
かを議論して決めます。
制度広報用ＤＶＤを貸し出しています！

市民の皆さんに同制度を理解してもらうため、
広報用「評議」と制度解説のDVDを貸出しています。
ご家庭や自治会などで上映会を行ってはいかが

でしょうか。
s貸出窓口 市役所総務課、中央図書館、各公民

館、文化会館
s問 合 先
●制度に関すること
水戸地方裁判所総務課　1029－224－8412

●ＤＶＤの貸出しに関すること
市役所総務課総務・防災Ｇ　内線225・226

〜
〜
〜
〜

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

安
心
し
て
使
え
る
「
住
基
カ
ー
ド
」

　
　
　
　
　
を
お
す
す
め
し
ま
す



▼
募
集
人
員
１
55
歳
以
下
の
女

性
６
名
▼
仕
事
内
容
１
児
童
の

介
護
※
体
力
を
要
す
る
▼
勤
務

日
時
１
11
月
〜
平
成
19
年
３
月

※
週
２
〜
３
日
１
午
前
８
時
15

分
〜
午
後
４
時
▼
勤
務
場
所
１

市
内
小
学
校
▼
賃
金
１
時
給
９

０
０
円
▼
採
用
方
法
１
書
類
・

面
接
な
ど
に
よ
る
選
考
▼
申
込

方
法
１
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
健
康
診
断
書

又
は
市
指
定
の
用
紙
を
添
え
て
、

10
月
27
日
（
金
）
〜
11
月
７
日

（
火
）に
申
し
込
む
※
土
・
日
曜

日
及
び
祝
日
除
く

▼
申
込
・
問
合
先
１
市
役
所
学

小
学
校
介
護
補
助
員

募
　
集

校
教
育
課
教
育
総
務
Ｇ
１
内
線

２
８
３
・
２
８
４

▼
検
診
日
１
12
月
18
日（
月
）〜

20
日（
水
）、
25
日（
月
）〜
26
日

（
火
）▼
定
員
１
１
日
30
名
※
超

過
の
場
合
抽
選
▼
検
診
料
金
１

超
音
波
検
診（
視
触
診
併
用
）１

６
０
０
円
／
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
（
視
触
診
併
用
）
１
６
０
０

円
／
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
単
独

検
診
８
０
０
円
▼
申
込
方
法
１

10
月
31
日
（
火
）
〜
11
月
14
日

（
火
）に
、
氏
名
・
年
齢
・
検
診

名
・
検
診
希
望
日
を
電
話
又
は

窓
口
で
伝
え
、
申
し
込
む

▼
会
場
・
申
込
・
問
合
先
１
保

健
セ
ン
タ
ー

乳
が
ん
検
診
受
診
者

都
市
計
画
道
路
郷
州
沼
崎
線

は
、
取
手
市
と
つ
く
ば
み
ら
い

市（
旧
谷
和
原
村
）を
結
ぶ
広
域

的
な
路
線
で
、
昨
年
、
み
ず
き

野
〜
ひ
が
し
野
間
の
都
市
計
画

決
定
の
変
更
を
行
い
、
整
備
方

策
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
み
ず
き
野
〜
ひ
が
し

野
間
８
２
０
ｍ
の
事
業
着
手
に

あ
た
り
、
事
業
概
要
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会

郷
州
沼
崎
線
の
住
民
説
明
会

開
　
催

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
12
日（
日
）午
前

の
部
　
午
前
10
時
〜
／
午
後
の

部
　
午
後
１
時
〜
▼
会
場

保

健
セ
ン
タ
ー
２
階
健
康
増
進
室

▼
問
合
先

市
役
所
建
設
課

内
線
２
５
３
・
２
５
４

韓
国
の
簡
単
な
日
常
会
話
や

旅
行
に
役
に
立
つ
会
話
な
ど
、

暮
ら
し
や
文
化
に
親
し
み
、
ふ

れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

韓
た
ん
！

ふ
れ
あ
い
韓
国
教
室
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募　集・開　催

情　報
ひろば

くらし・環境・交通

届出・証明・税・年金

子ども

高齢者

教室・講座・イベント

情報・参加・交流

仕　事

検診名
対象年齢

検診受付時間（Ｈ19.3.31現在）
30～40・42・

超音波検診 44・46・48・ 13:00～13:15
（視触診併用） 50・52・54・ 13:45～14:00

56歳

マンモグラフィー
41・43・45・

検診（視触診併用）
47・49・51・ 13:00～13:15
53・55歳

マンモグラフィー 57・59・61・
14:15～14:30単独検診 63・65歳

体重が20歳代より増加していませんか？　お腹
周りの脂肪は見た目だけでなく、さまざまな病気
を引き起こす原因にもなります。自分の「太る原
因」を探り、健康的に減量を成功させましょう。
s時　　間 午前9時30分～11時30分
s対　　象 市内在住の40～65歳の男性で、肥

満のため減量したい方　30名
s参 加 費 無料
s申込方法 11月10日（金）までに、電話又は窓

口で申し込む
s会場・申込・問合先 保健センター

期　日 内　　　　容

11/18（土）採血（中性脂肪･空腹時血糖）、体重・腹囲測定

11/26（日）
「過去を振り返って己を知ろう」

これまでの自分の食事を分析し、問題を探る

12/3（日）
「今日からできる減量のための食べ方」

栄養士による男性のための食事の摂り方講座

1/14（日）
「体力測定で己を知ろう①」

運動指導士による体力測定

1/28（日）
「体力測定で己を知ろう②」

運動指導士による個別運動メニュー

2/24（土） 採血（中性脂肪･空腹時血糖）、体重・腹囲測定

3/4（日）
「継続するためにできることを考えよう」

3か月の振り返りと今後の目標設定
c



▼
日
時
１
11
月
29
日（
水
）、
12
月

６
日（
水
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場
１
郷
州
公
民
館
２
階
会
議

室
▼
対
象
１
市
内
在
住
の
方
20
名

※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
講
師
１

金
姫
貞

き
む
ひ
じ
ょ
ん

氏
▼
申
込
方
法
１
11
月
15

日（
水
）ま
で
に
、
電
話
又
は
窓
口

で
申
し
込
む
※
韓
国
の
こ
こ
が
知

り
た
い
と
い
う
方
は
、
申
込
時
に

受
け
付
け
ま
す

▼
申
込
・
問
合
先
１
市
役
所
生

涯
学
習
課
公
民
館
Ｇ
１
内
線
２

７
４

安
心
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
１
11
月
１
日（
水
）・
８
日

（
水
）・
15
日（
水
）・
24
日（
金
）・

29
日（
水
）、
12
月
６
日（
水
）・
13

日（
水
）・
22
日（
金
）・
27
日（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時
▼
会
場
１
ジ

ョ
イ
フ
ル
本
田
守
谷
店
内
薬
売

場
前
の
会
計
レ
ジ
周
辺
▼
内
容

生
活
習
慣
病（
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
高
脂
圧
症
、
か
ぜ
、
便
秘
、

ま
ち
の
保
健
室

肥
満
な
ど
）、
ガ
ン
患
者
を
抱

え
て
の
心
配
、
妊
娠
・
育
児
・

介
護
の
不
安
な
ど
▼
相
談
料
１

無
料

▼
問
合
先
１（
社
）茨
城
県
看
護

協
会
竜
ヶ
崎
地
区
１
1
０
２
９

７
―
21
―
１
５
２
５

▼
日
時
１
11
月
18
日（
土
）午
後

１
時
〜
３
時
55
分
▼
会
場
１

結
城
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ク

ロ
ス
１
結
城
市
結
城
８
１
６
１

―
１
▼
講
演
１「
男
女
共
同
参

画
〜
い
ま
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
」渥
美

あ
つ
み

雅
子

ま
さ
こ

氏（
弁
護

士
）ほ
か

▼
問
合
先
１
県
西
地
方
総
合
事

務
所
県
民
生
活
課
　
1
０
２
９

６
―
24
―
９
０
８
２

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
家
計
の

疑
問
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
が
分
か
り
や
す
く

お
答
え
し
ま
す
。

▼
日
時
１
11
月
11
日（
土
）午
後

１
時
〜
５
時
▼
会
場
１
つ
く
ば

国
際
会
議
場
▼
内
容
１
講
演

「
平
成
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
日

本
の
投
資
家
」浅
賀

あ
さ
が

卓
爾

た
く
じ

氏
／

茨
城
Ｆ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
０
６

男ひ
と

と
女ひ

と

・
ハ
ー
モ
ニ
ー

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
６

個
別
相
談
会（
50
分
３
回
計
18

組
）▼
参
加
費
１
無
料
▼
後
援

金
融
庁
、
守
谷
市
ほ
か
▼
申
込

方
法
１
申
込
用
紙
を
請
求
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
6
・

郵
送
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
む

▼
問
合
先
１
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

Ｆ
Ｐ
協
会
茨
城
支
部
１
1
０
２

９
―
２
３
２
―
４
４
２
０

h
ttp

://w
w
w
.jafp

.o
r.jp

/tb
b

/?
h
o
jin
_cd

=
9
0
8

11
月
は
、
個
人
事
業
税（
定

期
課
税
分
）第
２
期
分
の
納
付

時
期
で
す
。

11
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
近
く
の
金
融
機
関

又
は
県
税
事
務
所
の
窓
口
で
、
納

期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
便
利
な
口
座
振
替
制

度
も
あ
り
ま
す
。
口
座
の
あ
る

県
内
の
金
融
機
関（
郵
便
局
は

除
く
）で
簡
単
に
手
続
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
１
稲
敷
県
税
事
務
所

課
税
第
一
課
１
1
０
２
９
―
８

９
２
―
６
１
１
４

個
人
事
業
税
の
納
付
は

期
間
内
に
！

お
知
ら
せ

茨
城
県
保
険
医
協
会
で
は
、

「
い
い
歯
デ
ー
」に
ち
な
み
、
次

の
と
お
り
無
料
電
話
相
談
を
行

い
ま
す
。

歯
に
関
す
る
悩
み
や
、
治
療

内
容
・
料
金
の
こ
と
で
疑
問
に

思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
１
11
月
12
日（
日
）午
後

２
時
〜
５
時
▼
相
談
電
話
番
号

1
０
２
９
―
８
２
３
―
７
９
３

０
１
1
０
２
９
―
８
３
５
―
０

７
３
７

▼
問
合
先
１
茨
城
県
保
険
医
協

会
１
1
０
２
９
―
８
２
３
―
７

９
３
０

市
で
は
、
毎
年
叙
勲
・
褒
章

受
章
者
の
皆
さ
ん
を
お
祝
い
し

て
い
ま
す
。

市
内
在
住
の
方
で
、
概

お
お
む

ね
平

成
17
年
11
月
以
降
に
叙
勲
・
褒

章
を
受
章
さ
れ
た
方（
死
亡
叙

勲
含
む
）は
、
11
月
15
日（
水
）

ま
で
に
、
市
役
所
秘
書
課
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

今
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た
祝
賀

会
の
招
待
者
は
除
き
ま
す
。

▼
問
合
先
１
市
役
所
秘
書
課
秘

書
・
広
報
Ｇ
１
内
線
３
２
４

叙
勲
・
褒
章

ほ
う
し
ょ
う
受
章
者
の
方
へ

歯
の
何
で
も
電
話
相
談
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開　催・お知らせ

土浦社会保険事務所では、10月2日から代表電話を廃止
し、下記のように変更しました。
課　　名 電話番号 業務内容

庶務課 029-824-7170 庶務・会計に関すること

徴収課 029-824-7168
健康保険・厚生年金の保険
料納付に関すること

業務第一・ 健康保険・厚生年金の資格、
二課（業務課）

029-824-7163
保険給付に関すること

年金給付課 029-824-7169
年金の請求手続、年金の相
談に関すること

国民年金 国民年金の資格、保険料の
業務第一・二課

029-824-7121
納付・免除に関すること

年金ダイヤル
●年金の加入記録・請求などの相談　10570-05-1165
●既に年金を受けている方の相談　　10570-07-1165

d

土浦社会保険事務所の
電話番号が変わりました



石
綿
業
務
に
従
事
し
た
こ
と

が
あ
る
退
職
者
で
、
次
の
①
〜

④
に
該
当
す
る
方
は
、
無
料
で

健
康
診
断
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象
１
①
石
綿
を
取
り
扱
う

業
務
に
従
事
し
て
い
た
期
間
が

特
定
で
き
る
②
初
回
の
ば
く
露

か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る

③
以
前
石
綿
作
業
に
従
事
し
て

い
た
事
業
場
の
廃
業
や
倒
産
、

そ
の
他
の
事
業
で
健
康
診
断
を

受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
④

石
綿
に
か
か
る
健
康
管
理
手
帳

石
綿
業
務
に
従
事
し
た

離
職
者
の
方
へ

を
所
持
し
て
い
な
い
▼
健
康
診

断
内
容
１
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
直

接
撮
影
及
び
問
診（
結
果
、
医
師

が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
ら

せ
ん
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
２
次
検
査
）

▼
申
請
方
法
１
申
請
書
に
必
要

事
項
を
本
人
が
記
入
し
、
11
月

１
日（
水
）〜
17
日（
金
）に
申
請

す
る
▼
申
請
先
１（
財
）全
日
本

労
働
福
祉
協
会
茨
城
県
支
部

〒
３
１
９
―
０
２
０
９
１
笠
間

市
泉
１
６
１
５
―
１
１
1
０
２

９
９
―
37
―
８
８
５
５

▼
問
合
先
１
茨
城
労
働
局
安
全

衛
生
課
１
1
０
２
９
―
２
２
４

―
６
２
１
５

▼
狩
猟
解
禁
期
間

11
月
15
日

（
水
）〜
平
成
19
年
２
月
15
日（
木
）

●
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ

狩
猟
の
際
は
次
の
ル
ー
ル
を

よ
く
守
り
、
特
に
危
険
防
止
に

は
十
分
注
意
し
て
、
事
故
な
ど

が
発
生
し
な
い
よ
う
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

●

狩
猟
に
出
掛
け
る
際
は
、
必

ず
狩
猟
者
登
録
証
・
記
章
・

鉄
砲
所
持
免
許
証
を
持
参
し
、

オ
レ
ン
ジ
の
ベ
ス
ト
を
着
用

す
る

●

鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
場
所
を

確
認
し
、
指
定
地
区
で
狩
猟

す
る
な
ど
の
違
反
を
し
な
い

●

発
砲
す
る
際
は
、
目
標
物
の

狙
い
先
を
十
分
に
確
認
す
る

●

銃
の
運
搬
時
に
は
、
弾
を
抜

き
、
銃
袋
を
す
る

●

火
災
な
ど
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
十
分
に
気
を
付
け
る
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お知らせ

大切な子どもたちを虐待から守るためには、何
よりも「子どもの立場が最優先」されなければな
りません。そのためにも、地域の皆さんのお力を
貸してください。
あなたの周りに「気になる親子」がいたら、すぐ

に連絡してください。通告は子どもを守るための
ものです。連絡した方が特定されないよう、秘密
は守られます。
s連絡・相談先
●市役所児童福祉課　内線157
●土浦児童相談所　1029-821-4595
【休日・夜間の場合】

いばらき虐待ホットライン　10293-22-0293
【緊急の場合】

取手警察署　10297-77-0110

●

銃
は
十
分
に
点
検
し
、
自
分

の
管
理
下
で
管
理
す
る

●

住
宅
地
に
向
け
て
の
発
砲
及

び
水
平
打
ち
は
し
な
い

●
住
民
の
皆
さ
ん
へ

狩
猟
期
間
中
は
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
や
看
板
の
設
置
等
で

狩
猟
者
に
対
し
て
十
分
注
意
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
が
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
、
危
険
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

●

民
家
の
な
い
銃
猟
禁
止
区
域

外
・
鳥
獣
保
護
区
域
外
で
の

散
歩
に
は
十
分
注
意
す
る

●

銃
声
の
す
る
場
所
へ
は
、
や

む
を
得
な
い
場
合
を
除
い
て

立
ち
入
ら
な
い

▼
鳥
獣
保
護
区

狩
猟
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
区
域

▼
狩
銃
禁
止
区
域

銃
に
よ
る

狩
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
区
域

※
網
・
わ
な
猟
に
よ
る
狩
猟
は
可

子どもを虐待から守ろう
～11月は「児童虐待防止推進月間」～

狩猟解禁
ルールを守り安全に！
s問合先 市役所経済課

農業振興Ｇ
内線262・264

守谷・取手鳥獣保護区域

守谷北銃猟禁止区域

●心身障害者
　福祉センター

●常総環境センター ●守谷サービスエリア

●守谷市役所

守谷駅

●高野公民館

●郷州公民館

守谷東銃猟禁止区域

大
利
根
橋
有
料
道
路

●
文
化
会
館

●

鳥獣保護区域及び銃猟禁止区域設定位置図



人
は
み
な
人
権
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
、

人
権
を
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
女
性
に
対
す
る
人
権
侵
害

が
依
然
と
し
て
発
生
し
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
悩
み
を
持
っ
た
女
性

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
専
用
の

電
話
相
談
窓
口「
女
性
の
人
権
ホ

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

〜
一
人
で
悩
ま
ず
、

お
電
話
く
だ
さ
い
〜

ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
設
置
し
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や

セ
ク
ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
・
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
、
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る

人
権
侵
害
に
つ
い
て
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

▼
日
時
１
11
月
13
日（
月
）〜
19

日（
日
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
30
分
※
土
・
日
曜
日
は
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
▼
相
談
電

話
番
号
１
1
０
５
７
０
―
０
７

０
―
８
１
０
▼
相
談
員
１
女
性

の
人
権
擁
護
委
員

※
な
お
、
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
毎
週
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
に
、「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

▼
問
合
先
１
水
戸
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
１
1
０
２
９
―
２

２
７
―
９
９
１
９

茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県

最
低
賃
金
を
、
時
間
額
６
５
５

円
に
改
定（
４
円
引
上
げ
）し
、

10
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
仮
に
使

用
者
と
労
働
者
の
双
方
が
合
意

茨
城
県
最
低
賃
金
６
５
５
円
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お知らせ

＝お年寄りに多い被害例＝

粗品の交換などで、特設即売会場に人を集め、
日用品などを安い値段で販売し、得した気分にさ
せて競争意識をあおり、最後に高額な商品を売り
つけます。

点検と称し訪問して「瓦がずれている」「ふとん
にダニがいる」など、うそや大げさなことを言って
必要のない契約を勧め、高額な代金を請求したり、
ずさんな工事をしたりします。

「病気が治る」「使うと長生きする」などと親切そ
うに近づき、高価な健康食品などを売りつけます。

公的機関や関係機関を装って、浄水器や鍵、火
災警報器などを売りつけようとします。
～困ったときは一人で悩まずに、
家族や相談窓口に相談しましょう～

し
た
上
で
あ
っ
て
も
、
最
低
賃

金
未
満
の
賃
金
は
無
効
と
さ
れ
、

最
低
賃
金
と
同
額
の
契
約
を
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
先

茨
城
労
働
局
賃
金
室

1
０
２
９
―
２
２
４
―
６
２
１
６

区
画
整
理
地
内
の
道
路
新
設

に
伴
い
、
国
道
２
９
４
号
の
土

塔
交
差
点
が
閉
鎖
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
11
月
１
日（
水
）

午
前
11
時（
予
定
）か
ら
、
守
谷

駅
及
び
上
町
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
下
図
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

道
路
切
替

ま
す
。

▼
問
合
先
１
守
谷
駅
周
辺
区
画

整
理
事
務
所

高齢者を狙った
悪質商法にご注意ください

s開花時期 11月上旬まで（見込み）
s問 合 先 市役所生活環境課　内線141
利根川左岸河川敷約8.5haの一面が、コスモスで彩

られています。これは、「利根川左岸河川敷環境保全実
行委員会」などの
市民団体が、粗
大ごみが散乱し
ていた場所を、
ごみの回収や草
取り、耕運作業
を行い、6月に種
をまいたもの。
現在、色とりどり
の花が秋風に揺れ
咲いています。

利根川河川敷に
色とりどりのコスモス満開！

国道294号

切替後
閉　鎖

守谷駅

土塔

関東鉄道常総線

至
常
総
市

至
取
手
市

至
水
海
道
駅

至
取
手
駅

百合ケ丘3

柿沼踏切

至秋葉原駅

至つくば駅

守
谷
地
区
交
番
●

屋根・床下などのリフォーム、ふとん（点検商法）

ふとん・健康関連機器等（SF商法）

健康食品・健康関連機器（健康商法）

浄水器・防犯・防災グッズ（かたり商法）

市消費生活センターでは、皆さんからの相談を
受け付けています。どうぞお気軽にご相談ください。
月～金曜日　9：00～正午、13：00～16：00
145－2327 市役所経済課内

高野小
至大柏

青年研修所 人口看板

コスモス畑

至
美
園

10月10日発行の広報もりや11頁「私立幼稚園公開保育実施」に誤りがありました。お詫びして訂正します。正：守谷ひばり幼稚園　148-4120

暮暮暮暮ららららしし
ししのののの

ココココーーーーナナ
ナナーーーー
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募　　　集

事業名

相談支援事業

内　　容

情報の提供や助言、サービス利用の相談など 無料

コミュニケーション支
援事業（19年度～実施）

手話通訳者、要約筆記者などの派遣
無料

※交通費などの実費は
自己負担となります

移動支援事業
社会生活上、必要不可欠な外出及び社会参加のための
外出時の移動支援
※通勤などの経済活動での外出は除く

原則1割負担（注）

地域活動支援センター
事業

創作的活動や生産活動の機会、又は社会との交流を促
進するための場を提供する

原則1割負担（注）

日中一時支援事業
障害のある人の日中活動の場を確保し、その家族の就
労を支援し、一時的な休息の場を提供する

原則1割負担（注）

利用者負担

4月1日に施行された障害者自立支援法は、この10月1日ですべての制度・サービスが開始されまし
た。これに伴い、今まで障害のある人へ実施してきた各種事業が「地域生活支援事業」に統合されます。
これは、障害のある人が、自立した日常生活又は社会活動が送れるよう支援する事業です。
本市が「地域生活支援事業」として取り組む事業は次のとおりです。当面はサービスを中断すること

なく続けていくことを第一に考え、事業内容などを検討してきましたが、いくつかの事業で利用者負担
などの見直しを行っています。なお、受けられるサービスの種類については、障害の種別・等級により
異なりますので、詳しくは市役所社会福祉課までお問い合わせください。

■新たに取り組む事業■

第
32
回
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会（
９
／
25
）

チチチチ
ャャャャ
リリリリ
テテテテ
ィィィィ
ーーーー
精精精精
神神神神
　　　　
末末末末
永永永永
くくくく

チャリティー精神のもと、30年以
上も続いている市民チャリティーゴ
ルフ大会。
今年は192名の方が参加し、見事

優勝したのは山口耕平さん。
また、この日集まった募金総額は

176,700円。全額が市社会福祉協議
会に寄付されました。

市内在住の風見
か ざ み

亜津子
あ つ こ

さん
が、9月から平成20年9月ま
で、青年海外協力隊（JICAボ
ランティア派遣事業）として
ルワンダへ旅立ちました。
派遣国では、帰還民ルワン

ダ人女性によって発足されたNGO団体に所属
し、キガリンガリ県ビチェンビ郡ジゲ地域の活

性化と、組織力強化の
支援活動を行う予定で
す。活躍を期待してい
ます！
t中央アフリカ東部の
内陸に位置し、面積
は四国の1.4倍、人
口は約800万人の国

青年海外協力隊として
ルワンダ（アフリカ）へ

ルワンダ
●

10月1日から地域生活支援事業が始まりました
●問合先　市役所社会福祉課障害福祉Ｇ　内線163・164
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開　　　催

COPDの特徴を挙げてみます。①日本で500万人、
40歳以上の日本人の約９％、男性では約13％が罹

り

患。②せき、たん、呼吸困難が主症状の肺の病気。
③毎年約１万9,000人がCOPDで死亡。④主原因が
たばこで、別名「たばこ病」。⑤今後も増大が予測
されている。特に若い女性の喫煙者の増加が懸念材
料。⑥COPDを知らないために、症状があっても喫
煙を続けてしまい、進行した段階で診断されること
が多い病気。
COPD（chronic obstructive pulmonary disease）
は、慢性閉塞性肺疾患と訳され、原因の90％以上は
喫煙とされます。この病気のプロセスは、まず喫煙
などで肺の中、つまり気管支や肺胞で炎症が起きま
す。炎症で肺胞が破壊されると、肺胞の伸縮不能で
新たな空気が取り込めなくなります。気管支で炎症
が起きれば、常にせきやたんが出て、気管支が閉塞

COPD＝「たばこ病」をご存知ですか？ し、呼吸がしにくくなります。このため、体を少し
動かしただけで、息苦しくなり動けなくなります。
診断は、胸部レントゲン写真や胸部CTによる肺の
構造変化の評価と、肺機能検査（スパイロメトリー）
による肺機能や、気道閉塞の程度の評価を組み合わ
せて行い、重症度を決めます。
治療はまず禁煙で、薬物は気管支拡張剤を用いま
す。進行すると、常時酸素吸入する在宅酸素療法な
どが選択されます。さらに進行すると、呼吸不全や
心不全で死に至ります。また良く理解すべき点は、
一度破壊された肺を元に戻す方法はないことです。
よって、COPDは早期発見が重要です。喫煙され
ている方で、せき・たん・労作時の息切れの自覚が
ある方はCOPDかもしれませんので、医療機関の受
診をお勧めします。また、喫煙は肺だけでなく、全
身に悪影響を与えますので、禁煙を強くお勧めしま
す。なかなか禁煙できない方は、一部の医療機関に
ある禁煙外来に相談する方法もあります。
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■利用者負担などが変更になる事業■

■変更にならない事業■

（注）原則1割負担は、世帯収入などに応じて4つの区分に分けられ、各事業ごとにそれぞれ利用者負担
の月額上限額があります。なお、利用者負担は今後変更される場合があります。

事業名

日常生活用具給付等事業

訪問入浴サービス

自動車運転免許取得・
改造助成事業

事業名 内　　容 利用者負担

経過的デイサービス事業
（18年度限り）

更生訓練費・施設入所
者就職支度金給付事業

知的障害者職親委託制度
知的障害者を一定期間、職親に預け、生活指導や技能
習得訓練などを行う

無　料

区　分
生活保護

低所得1

低所得2
一　　般

上限額（月額）
自己負担なし

15,000円

24,600円
37,200円

対　　象
生活保護世帯の人
住民税非課税世帯で障害者又は障害児の保護者の年収が80
万円以下の人
住民税非課税世帯で低所得1に該当しない人
住民税課税世帯の人

10月から障害者デイサービスが廃止されるが、利用
者が継続してサービスを受けられるようにする

就労や自立のための訓練を行っている施設入所者など
に、更生訓練費を支給する

原則1割負担（注）
＋

材料費実費負担

無　料

自動車運転免許の取得及び自動車の改造に要する費用
の一部を助成する

10万円を限度として助成
※所得により助成を受
けられない場合あり

訪問により、自宅での入浴サービスを提
供する

世帯の課税状況に
応じた一部負担

原則1割負担（注）

日常生活を便利にするための用具（電気式
たん吸引器やストマ、紙おむつなど）の給
付や貸与をする

世帯の課税状況に
応じた一部負担

原則1割負担（注）

内　　容
利用者負担など

～18年9月 18年10月～
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11
月
９
日
〜
15
日
の
７
日
間
、
秋
季
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
に
対
す
る
警
戒
心
を
高
め
、
発
生
を

防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

守
谷
消
防
署
管
内
に
お
け
る
今
年
の
火
災

発
生
件
数
は
、
９
月
30
日
現
在
で
12
件
。
火

災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起
こ
る

こ
と
が
多
く
、
気
を
付
け
て
い
れ
ば
未
然
に

防
げ
た
と
い
う
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
万
一
火
災

が
発
生
し
た
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

●
火
災
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

◆
火
災
を
発
見
し
た
ら
、
直
ち
に
１
１
９

番
へ
通
報
す
る
！

◆
消
防
車
が
到
着
す
る
ま
で
、
で
き
る
範

囲
で
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
使
用

し
て
初
期
消
火
を
行
う
！

◆
初
期
消
火
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、

直
ち
に
避
難
す
る
！

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
！

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
！

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
側
を
離
れ
る
と
き

に
は
、
必
ず
火
を
消
す
！

【
４
つ
の
対
策
】

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る

⑤
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う

ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な

ど
を
設
置
す
る

⑦
お
年
寄
り
や
身
体

の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣

近
所
と
の
協
力
体

制
を
つ
く
る

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

消
防
車
や
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は
、
局

番
な
し
の
１
１
９
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
落

ち
着
い
て
は
っ
き
り
と
次
の
要
領
で
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

●
消
防
車
を
呼
ぶ
と
き

▼
住
所
、
付
近
の
目
標
物
は
何
か

▼
何
が
燃
え
て
い
る
か

▼
逃
げ
遅
れ
た
人
は
い
な
い
か

▼
周
囲
へ
の
延
焼
の
危
険
は
な
い
か

▼
自
分
の
名
前
と
電
話
番
号

●
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き

▼
住
所
、
付
近
の
目
標
物
は
何
か

▼
ど
の
よ
う
な
事
故
か
　

▼
疾
病
者
の
人
数
・
性
別
・
年
齢

▼
疾
病
者
の
容
体

▼
自
分
の
名
前
と
電
話
番
号

●
携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る
と
き

▼
車
を
運
転
中
の
場
合
は
、
安
全
な
場
所

に
停
車
し
て
か
ら
通
報
す
る

▼
通
報
場
所
、
目
標
物
は
何
か

▼
通
報
場
所
や
目
標
物
が
分
か
ら
な
い
と
き
、

又
は
電
波

状
況
が
悪

い
と
き
は
、

一
般
電
話

又
は
公
衆

電
話
か
ら

通
報
す
る

昨年の住宅火災による死傷者数は、
1,223人（うち693人は65歳以上の高齢者で、
死傷者数の56.7％を占める）です。
住宅防火対策については、住宅火災によ

る死者数急増に対応するため、消防法改正
により、新築住宅に住宅用火災警報器の設
置が、今年6月から義務付けられました（既
存住宅は平成21年6月から）。
設置が義務付けられる場所は、少なくと

も寝室と階段です。この火災警報器は、消
防機器取扱専門店や一般量販店で取り扱っ
ています。
なお、住宅用火災警報器には、煙感知式

と熱感知式がありますが、寝室や階段には
煙感知式が義務付けられています。それ以
外の場所には、熱感知式を設置することも
可能です。
住宅用防災機器の必要性を認識し、防火

対策にご理解とご協力をお願いします。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

消消消消
ささささ
なななな
いいいい
でででで

ああああ
なななな
たたたた
のののの
心心心心
のののの
　　　　
注注注注
意意意意
のののの
火火火火
。。。。

○
問
合
先
　
守
谷
消
防
署
　
　
1
46
―
０
１
１
９

南
守
谷
出
張
所
　
1
20
―
０
１
１
９

通
報
は
落
ち
着
い
て
、
は
っ
き
り
と
！

11
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

住宅用火災警報器の
設置について
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●問合先　市役所くらしの支援課交通・防犯Ｇ　内線134・135
地域で安全・安心なまちづくりを目指して

広報もりやおしらせ版2006.10.25

安全で平穏な日常生活を送ることは、市民共通の願いです。市民一人ひとりが、善良な市民生活を侵
害する暴力の存在を認めず、暴力排除の確固たる信念のもとに一致団結して、あらゆる暴力行為と暴力
団などの撲滅を図り、犯罪のない住み良いまちをつくるため、9月の守谷市定例議会で暴力追放都市宣
言を議決しました。
市では、暴力追放都市宣言市民大会を開催します。皆さんのご

参加をお待ちしています。
●日時・会場 11月11日（土）午後1時30分～　中央公民館ホール
●定　　　員 先着400名　※入場無料
●内　　　容 茨城県警本部による講演・暴力追放ビデオ上映

※大会終了後、守谷駅までパレードを予定
●主　　　催 守谷市、守谷市議会、防犯関係団体
●後　　　援 取手警察署

自自自自転転転転車車車車利利利利用用用用者者者者のののの交交交交通通通通ルルルルーーーールルルル無無無無視視視視ややややママママナナナナーーーーのののの悪悪悪悪ささささがががが目目目目立立立立ちちちちまままますすすす

守谷市の交通事故発生状況（9月） 発生件数　23件　　死者数　0人　　負傷者数　26人

犯罪のない住み良いまちをつくろう

暴力追放都市宣言市民大会開催！

私たちにとって、自転車は非常に便利な乗り物
です。しかし、どんなに便利な乗り物であっても、
それを上手に正しく使わなければ、かえって不便
であったり、危険であったり、ときには大変な事
故を起こすもとになります。
私たちが、自転車に楽しく乗り、また自転車を

生活の中に取り入れていくためには、自転車を正
しく運転する必要があります。

●酒酔い運転
（3年以下の懲
役又は50万円
以下の罰金）
酒を飲んで自転
車を運転しては
いけません！

●日没後の無灯火（5万円以下の罰金）
ライトを付けれ
ば、相手からも
よく見えます。
反射材も効果
的！

■自転車利用者の交通違反と罰則

●一時不停止（3月以下の懲役又は5万円以下の罰金）
慣れた道でも、「車が来るかもしれない」と考え
ながら運転しましょう！
●信号無視（3月以下の懲役又は5万円以下の罰金）
“信号ムシ”あなたの心にいませんか？
● 2人乗り（2万円以下の罰金又は科料）
ふらついて、自転車のバランスがとれなくなり
ます！

●傘さし片手運転（5万円以下の罰金）
前方不注意になるので危険です！　携帯電話の
使用もやめましょう。

●歩行者妨害（2万円以下の罰金又は科料）
歩行者が優先です。
安全な速度で運転し
ましょう！

視覚障害者誘導用ブロック上の駐輪は大変危険
です！ 迷惑駐輪・放置も、特に高齢者や子ども
の通行の妨げになります。災害時には、避難や緊
急車両の活動の妨げにもなるのでやめましょう！

■自転車利用者はマナーをアップしよう

みんなが安心して

暮らせるまちを目指して

乗るな
ら飲まない

夜間はライト点灯
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法律相談 21日
09：00～正午

市役所

14日9：00から要予約
145-1249

－

10120-783018

１週間前までに要予約
148-6000

145-2314

－

148-5555

145-2327
正午～13：00は除く

要予約
145-1111 内線172～176

保健センター

家庭児童相談室
（市役所内）

いきいきプラザ・
げんき館

（社会福祉協議会）

消費生活センター
（市役所内）

市役所介護福祉課

13日
13：00～16：00

水・金曜日
09：00～16：30

2日
13：30～15：30

月～金曜日
08：30～17：00

14：00～16：00
●ふくし　　 6日
●年金・労務 13日

金曜日
10：00～15：00

月～金曜日
09：00～16：00

月・火・木・金曜日
10：00～17：00

※法律相談は、同一事案の相談は受け付けていません

行政相談

教育相談
こころの
健康相談

家庭児童相談

心配ごと
相　　談

電話相談

消費生活相談

生活機能相談

機　関　名 電話番号 ファックス番号

市役所（代表） 45-1111 ―
秘書課 45-2240
企画課 45-2309

45-6529

総務課 45-1883
財政課 45-1795
税務課 45-1564

45-2590

収納推進室 ―
総合窓口課 ―
国保年金課 ―

45-6525

くらしの支援課 ―
45-6526

会計課 ―
経済課 45-2096
農業委員会 ―
学校教育課 45-2195 45-5703
生涯学習課 45-2174
指導室 45-2184
社会福祉課 45-1691
介護福祉課 45-1744
児童福祉課 45-1679 45-6527
家庭児童相談室 45-2314
生活環境課 45-5339
都市計画課 45-1963
建設課 45-2094

45-2804

議会事務局 ― 45-6528
仲町行政サービスセンター 48-1133 20-6201
上下水道事務所 48-1842 48-6087
守谷駅周辺区画整理事務所 20-0255 48-6680
保健センター 48-6000 48-6319
中央図書館 45-1000 45-7500
中央公民館（仮予約：148-6732）48-6731 45-8003
郷州公民館（仮予約：148-6724）48-6711 46-0310
高野公民館（仮予約：145-5419）45-5411 20-6311
北守谷公民館（仮予約：148-2606）47-0111 47-0112
文化会館 48-7911 20-6017
もりや学びの里 48-0525 45-0625
国際交流研修センター 48-2255 48-2255
市民活動支援センター 46-3370 46-3370
テニスコート受付 45-0271 ―
学校給食センター 48-0253 48-5388
児童館 45-2278 45-4062
もりやファミリー・サポート・センター 45-2432 45-2432
障害者福祉センター 45-9801
こども療育教室 47-0220

45-9802

いきいきプラザ・げんき館 45-2940
社会福祉協議会 45-0088

48-5554

（社）シルバー人材センター 48-8591 48-8965
守谷地区交番 48-0032 ―
久保ケ丘交番 48-1837 ―
南守谷交番 45-9105 ―
守谷消防署 46-0119 48-1981
守谷消防署南守谷出張所 20-0119 ―
常総運動公園 48-5675 45-7365
白寿荘 48-3217 48-2503
消費生活センター 45-2327 ―

取手医師会病院（小児科以外） 0297-78-6111
取手協同病院（小児科：水曜以外） 0297-74-5551
総合守谷第一病院（小児科：水曜） 45-5111

休日・夜間緊急診療所

111月の各種相談月の各種相談11月の各種相談

11 月 NNNNOOOOVVVVEEEEMMMMBBBBEEEERRRR

※毎週日曜日は総合窓口課の窓口が開庁（8：30～12：15・13：00～17：00）しています
※中央図書館の木曜日の開館時間は13：00～18：00です

１水　菊花展（～10日　市役所中庭）

２木 空き缶・ビン収集日
３金　文化の日 図書館まつり（～12日　中央図書館）

４土　もりやをきれいにしよう会（9：00 黒内小学校体育館前集合）

５日　芸術祭 美術展第1期（～12日　中央公民館）

６月　粗大ごみ戸別収集申込期間（～10日） 図書館休館日
７火　こころのリハビリ（・21日９：30～　保健センター）

８水 粗大ごみ戸別収集日
９木 紙・布類収集日
10金

11土

12日　健康ふくしまつり（９：00～　市役所）

18月　郷州沼崎線住民説明会（10：00～/13：00～　保健センター）

13月　ハーモニーセミナーⅢ能楽に親しもう！（10：00～　北守谷公民館）

18月　芸術祭 美術展第2期（～19日　中央公民館） 図書館休館日
14火

15水

16木 空き缶・ビン収集日
17金　老人スポーツ大会（10：00～　常総運動公園体育館）

18土

19日　若い芽のコンサート（14：00～　中央公民館）

18月　手打ち蕎麦づくり教室（9：30～　北守谷公民館）

20月　粗大ごみ戸別収集申込期間（～22・24日）各公民館・図書館休館日
21火　芸術祭 美術展第3期（～26日　中央公民館）

22水 粗大ごみ戸別収集日
23木　勤労感謝の日 芸能祭（9：00～　中央公民館）

24金

25土

26日

27月 図書館休館日
28火

29水　リッちゃんのドイツ料理教室（10：00～　高野公民館）

18月　韓たん！ふれあい韓国教室（・12/6 郷州公民館）

30木　 国民健康保険税6期納期限 図書館休館日　紙・布類収集日


